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研究成果の概要（和文）：本研究は、1870-1945年間のフランスの音楽史書において「現代音楽」がどのように記述さ
れていたのかを調査研究した。普仏戦争の敗戦後、フランスにおいても音楽史書が刊行されるようになる。とりわけ19
18年以降にはフランス音楽の優位性を主張するために「現代音楽」が重要な位置づけにあったことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This project investigates music historiography between 1870-1945 in order to 
clarify how music historiography described ‘contemporary music’. After France’s defeat in the 
Franco-Prussian War, music historiography began to be published in France. After 1918, in particular, 
‘contemporary music’ was significant in order to demonstrate the supremacy of French Music.

研究分野：音楽学
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１．研究開始当初の背景 
（１）これまでの研究状況 
 研究代表者は博士論文において、「フラン
ス六人組」の評価に関して 1920 年代フラン
スの音楽批評を詳細に調査し、当時彼らがど
のように評価されていたのかを検証した。そ
の結果、従来新古典主義と一括りにされてき
た六人組が、1920年代、特に 1920-25年頃に
は革新性を象徴する存在であり、彼らの作品
は「前衛音楽」として評価されていたという
事実が解き明かされた。 
 これをふまえ科研費研究（スタート支援）
では、当時のフランスにおける「前衛音楽」
の表象とその歴史的意義について、より包括
的な研究を行った。その過程で、音楽史書の
「現代音楽」の項目において前衛音楽の系譜
を記述することが、フランス音楽の優位性を
主張する上で重要な論点となっていること
が明らかになった。フランスにおいてこうし
た記述の傾向および論点が顕著となったの
は第一次大戦後と考えられるが、具体的に音
楽史記述のあり方にどのような変化が見ら
れたのかについては調査研究が不十分であ
る。故に、本研究では 1870-1945 年間に刊行
されたフランスの音楽史書において「現代音
楽」がどのように表象されていたのかを明ら
かにし、その音楽史・文化史的意義について
考察する必要があると考えた。 
 
（２）着想に至った経緯 
 西洋音楽史研究において、過去に刊行され
た音楽史書は膨大であるため、エポック・メ
イキングとなる音楽史家・研究者の著した音
楽史のみが脚光を浴びる傾向にある。とりわ
け、フランスにおける音楽史書は、これまで
重要視されてこなかった。普遍史として編ま
れたフェティスの音楽史は現在も参照され
る文献であるが、音楽史書刊行の全体像を把
握しようとした研究は見られない。その原因
としては、フランスにおいては音楽理論書が
歴史記述としての役割を果たしていたこと、
様式史あるいは作曲家列伝としての音楽史
書刊行はドイツの後塵を拝し、ロマン・ロラ
ン（1934）が述べるようにアマチュア向けの
書物として扱われることが多かったことが
挙げられる。 
 だが、普仏戦争の敗戦後、プロイセンに拮
抗する形で学術的な書物としての音楽史書
刊行の機運が高まり、学術的な音楽史書が編
まれるようになった。ナショナリズムの観点
からも、戦争の前後に音楽史書刊行の要求が
高まる傾向がみられる。とりわけ「現代音楽」
の項目は、フランス音楽を歴史的に正当化す
るうえで非常に重要な位置を占めていたと
考えられる。故に普仏戦争、第一次世界大戦、
第二次世界大戦という三つの戦争を含む
1870-1945 年を調査対象とし、各戦争期の音
楽史記述にどのような傾向がみられるか、過
去の音楽史記述と比較してどのような変化
がみられるのかを検証する必要がある。 

 
（３）先行研究 
 意外なことに、フランスにおける音楽史書
刊行に関する研究は存在しない。宗教音楽と
音楽史書に関する研究（Flynn 1997）やコン
バリュー（山上 2006）、ロマン・ロランの音
楽史書についての個別研究があるのみであ
る（Reinhardt 1870, Duchatelet 2002）。したが
って本研究は近代フランスにおける音楽史
書刊行の全体像を把握しようとする先駆的
研究であるといえる。調査対象となる時期区
分は広範囲にわたるが、音楽史書の刊行状況
を可能な限り把握することは必要不可欠な
プロセスである。研究を遂行する上では、フ
ランスの音楽批評に関して同様の研究手法
を用いているグボーおよびエリスの研究を
参照する（Goubault 1984, Ellis 1994)。本研究
の眼目は音楽史書において「現代音楽」を記
述することの意味を考察することである。故
に考察対象とする音楽史書は「現代音楽」の
項目に限定するため、本研究の遂行は十分に
可能である。全項目についての調査研究は後
に共同研究を行う予定であり、本研究はその
基礎と位置づけられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、1870-1945 年間のフランスの音
楽史書において「現代音楽」がどのように記
述されていたのかを明らかにし、その音楽
史・文化史的意義について考察する。研究プ
ロセスとして、①1870年以降フランスで「ド
イツ的な」音楽史書刊行が盛んになった経緯
について整理する。②資料調査から「現代音
楽」記述について実証的調査を行う。一次資
料として 1870-1945 年間にフランスで刊行さ
れた音楽史書を対象とし、「現代音楽」がど
のように表象されていたのかを具体的に検
証する。③「現代音楽」の記述にみられる戦
略的意図や背景について分析・考察する。 
 
３．研究の方法 
（１）フランスにおける音楽史書刊行の概要
と本研究の調査対象】 
 本研究では調査の第一段階として、このフ
ェティスの音楽史書を含め 1870-1945 年間に
刊行された音楽史書のデータベースを作成
する。主要なものとしてはコンバリュー
（1913-1919）、ロマン・ロラン（1915）、プリ
ュニエール（ 1934–36）、ランドルミー
（1910,1943）、ピロ（1940）らの著作が挙げ
られるが、フランス国立図書館における資料
調査によって、その他の音楽史書も可能な限
り網羅的に調査し、データベース化する。 
 
（２）考察対象の絞り込みと考察方法 
 本研究の第二段階として、データベース化
された音楽史書の中で「現代音楽」の項目が
設けられている音楽史書を抽出する。当該項
目において記述されている内容について、次
のようなプロセスで着目して分析・考察を進



める。①挙げられている国、作曲家がどのよ
うなものかを明らかにし、選択基準とその意
図について分析・考察する。第一次大戦後に
関しては、ジャズやミュジック・ホール、映
画音楽など、いわゆる「作曲家列伝」とは異
なる要素をどのように扱っているのかも調
査する。②当該項目の記述において、どのよ
うな戦略的意図がみられるかを考察する。刊
行年や著者の経歴にも配慮しながら、こうし
た記述の背景をふまえた考察を行う。③音楽
事典・音楽批評において音楽史記述として書
かれた「現代音楽」項目について、音楽史書
における記述との比較を行う。④音楽史書刊
行の礎を築いたドイツにおいて刊行された
主要な音楽史書を選定し、「現代音楽」項目
の記述についてフランスにおける音楽史書
の記述との共通点・相違点を分析する。 
 
４．研究成果 
 H25年度は先行研究の整理・一次資料のリ
ストアップを行い、1870-1945 年に刊行され
た音楽史書のデータベースを作成した。本年
度は事例研究としてポール・ランドルミーの
音楽史書に焦点を当てて研究を行った。1910
年に出版された『音楽史』は 1923 年、1942
年に大幅に改訂されているが、1923年版の記
述に抜本的な変化がみられる。それは、ドイ
ツ音楽学の音楽史記述の模倣を脱し、18世紀
後半から 19 世紀にかけて隆盛をきわめたド
イツ音楽から、1870年以降、とりわけドビュ
ッシー以降、フランス音楽が全世界の音楽の
頂点に位置すると主張するものであった。こ
うした価値観は 1942-43 年に刊行された『フ
ランス音楽史』においてより強調される傾向
にある。 
 H26年度は、前年度に作成したデータベー
スを元に音楽史書の現物調査を行い、対象期
間の前後の時代に刊行された主要な音楽史
書についても現物調査を行い、フランスにお
ける音楽史書の歴史に関して紀要論文にま
とめた。本論文で整理した音楽史書は、対象
期間中に刊行された音楽史書は 217件であり、
前後の期間の音楽史書（1870年以前：55件、
1940 年以降：89 件）を加えると 361 件であ
る。記述内容に関しては、1918年以降、ラン
ドルミーにみられたようなフランス音楽優
位の音楽史記述が顕著になり、「現代音楽」
がその主張において重要な位置づけにあっ
たことが明らかになった。本研究の対象から
は外れるが、1945年以降には、英語圏・ドイ
ツ語圏の音楽史書の記述内容に影響を受け、
ある種のグローバル・スタンダードとして平
準化された音楽史書が増えていることが窺
われた。 
 H27 年度には、「現代音楽」の射程の整理
を行った。近代もしくは現代(moderne)という
タームで時代区分を行っている例は確認さ
れ な か っ た 。 今 日 の 音 楽 （ Musique 
d’aihourd’hui, Musique contemporaine）という
時期区分については、音楽史書の刊行時期に

よっても変動するが、ある程度の時期区分と
して用いられている（たとえば Landormy 
1910/1923/1942、Woollett 1909-24、Dumesnil 
1934）。その際、転換期を象徴する作曲家と
して「ワーグナー以降」「ドビュッシー以降」
という言及が多く見られた。「今日の音楽」
という文脈においては、1870年がひとつの節
目とされる例がみられ（たとえば Sere 1915、
Tiersot 1918）、こうした傾向は 1945年以降に
刊行された音楽史書にも一部継承されてい
る（たとえば Francois-Sappey 2013）。いっぽ
うで、明確な時代区分を避け、世紀ごとの区
分を原則とする音楽史書が大多数を占めて
おり、とりわけ 19世紀および 20世紀に関し
ては、世紀ごとの区分をする例がほとんどで
あった。 
 本年度は、近代フランス音楽における作曲
家のカノン化の問題に関して、フォーレ-ドビ
ュッシー-ラヴェルという「三大作曲家」に焦
点を当てて共同研究を行い、音楽史記述とカ
ノン化の問題について担当した。三者をトリ
ニテとして括る記述は、三者と個人的な関わ
りの深かったヴュイエルモーズ以外には入
門者向けの音楽史概説数例にしか見られず、
個々の作曲家に対する評価についても、ドビ
ュッシーを除く二者については評価が一様
ではないこと、この三者以外の作曲家がカノ
ンとして重視されている例も少なくないこ
とから、音楽史記述とカノン化の関係につい
てさらなる研究の余地があることも明らか
になった。 
 音楽事典・音楽批評における記述との比較、
ドイツの音楽史書における記述との比較に
関しては、十分な調査研究が行えなかったた
め、今後の課題としたい。 
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